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ぶどう「シャインマスカット」の短梢栽培における適正着果量 

ぶどう「シャインマスカット」は良食味の大粒種で、ジベレリン処理により無核となり、

皮ごと食べられるため全国的に生産量が増加し、消費者の認知度も高くなっています。「シャ

インマスカット」は短梢せん定に適し、省力栽培が可能であることから、さらなる生産拡大

が期待されています。そこで岩手県農業研究センターでは、既存の中粒種用短梢棚を利用し

た「シャインマスカット」栽培における適正着果量を明らかにしたので紹介します。 

 

☆技術の概要 

１． 主枝１ｍあたりの新梢本数５本では収量が低く、11本では収量は多いが糖度が低く、酸

度も高い傾向となるため、主枝 1本あたりの新梢本数は８本程度が適しています（表１）。 

２． １新梢あたりの着房数が多いほど収量は増加しますが、1.0房では糖度が低くなるため、

１新梢あたりの着房数は 0.8房程度が適しています（表２）。 

３． 以上より、主枝１本あたりの新梢本数８本程度、１新梢あたりの着房数を 0.8房程度に

することで、糖度 17°以上、10aあたり 1.6t程度の収量を確保できます。 

 

☆活用面での留意点 

１． 本試験では、既存の中粒種（「キャンベル・アーリー」等）用短梢棚を活用し、Ｈ型整枝

とし、新梢は棚下に下垂させています。また、発芽後から収穫終了まで雨よけトンネル被

覆を行い、７月中旬に被袋（白色袋）しています。 

２． 果房は１房 45粒、房重 500g程度とし、収穫時の糖度 17°以上を基準としました。 

３．  着果過多は熟期が遅れ、発芽不良等の凍寒害が発生する恐れがあるので避けてください。 

４． 詳細については岩手県農業研究センター園芸技術研究部果樹研究室（0197-68-4417）に

お問い合わせください。 
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